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１ はじめに 

化学災害は日本国内だけでも、248件（2013

年）発生しており、未然に防ぐだけでなく、発

生した場合の被害の最小化も重要な社会的課

題である。なぜなら、化学災害は、事故企業だ

けでなく、地域社会にも甚大な影響を与える場

合があるからである1)。本研究は、この課題に

対する1つの策として、多くの化学企業が導入

している品質管理と環境管理に着目した。化学

産業において、部門の細分化が進む中で、標準

化は部門間の連携や品質を維持するために必

須である。グローバルな標準として、広く普及

している品質管理認証であるISO9001と環境

認証であるISO14001が生む効果について、先

行研究ではプロジェクトマネジメントが、組織

を正しい方向に進めるための力である戦略的

モメンタムを生み出す役割が指摘されている2)。

本研究の目的は、化学災害においてISO9001

とISO14001が、人的被害抑制に与える影響を

実証することである。 

 

２ 理論と仮説 

 近年、科学技術の向上や安全意識の高まりと

ともに、プロセスマネジメントが強化されてき

た3)。プロセスマネジメントは、手順に一貫性

があるプロセスの管理により、プロセスの速度

向上と組織的効果の両方を目指すものである4)。

化学企業にとり、化学災害を防ぐことはもちろ

ん、その被害の抑制方法などから、顧客や取引

企業からの信頼を得ることが重要である。その

ため、独自のプロセスマネジメント手法だけで

なく、社会的に高い信用を有し、グローバルな

手法に基づいた品質管理標準であるISO9001

が、90年代前半から導入されはじめた。さら

に、環境に優しい企業イメージが求められるよ

うになってきた90年代後半からは、環境認証

であるISO14001が導入されるようになった。 

 ISO9001は、品質に関して組織を指揮し、管

理するためのマネジメントシステムである5)。

ISO14001は、全体的なマネジメントシステム

の一部である。環境方針の作成と実施により達

成し、その後の見直しと維持をするための、組

織の体制、計画活動、責任、慣行、手順、プロ

セス及び資源を示すものである5)。 

 ISO9001を導入する場合、品質管理のための

手順書を作成する。その手順書には、品質を守

るということは安全に配慮した内容であるこ

とも求められる。同様に、ISO14001で定めた

環境パフォーマンスの評価指標も満たす内容

であることが求められる。ISO14001を遵守す

ることは、環境に有害な物質を処理して無害化

する、そもそも利用しないといった、様々な製

造努力が必要となる。このことは、仮に化学災

害が発生したとしても、被害の抑制につながる

と本研究は考え、次の仮説を提示する。 

仮説１：ISO9001を取得企業は、人的被害を

抑制する 

仮説２：ISO14001を取得企業は、人的被害を

抑制する 

仮説３：ISO14001はISO9001と組み合わせて

運用すると、人的被害を抑制する 

 

３ 分析手法 

 分析で利用した日本の化学災害データは、

RISCAD6)の1990年から2009年のデータを利

用した。RISCAD6)では、企業名が伏せて掲載

しているため、新聞記事から対象事象2620件

のうち300件の企業を特定した。最終的に、タ

ンカー事故、原発事故，大地震に関連した化学

災害は特殊な事例を除いた、上場企業による

112件の化学災害を利用した。企業データは

eol7)掲載の有価証券報告書から取得した。この

データを利用して、多変量解析のモデルの1つ

である負の二項回帰モデルによる分析を行っ

た。従属変数は、化学災害が起こした人的被害

の度合いである死者数とした。 

独立変数は、ISO9001を取得している場合に

1、していない場合に0となるダミー変数であ

る「ISO9001ダミー」を作成した。同様に、

「ISO14001ダミー」を作成した。「ISO9001
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とISO14001ダミー」は、ISO9001とISO14001

を両方取得している場合に1とし、片方のみ、

あるいは取得していない場合は0を代入した。 

コントロール変数は、会社を説明する変数群

と、化学災害事象を説明する変数群を投入した。 

 

４ 結果 

 表1は、負の二項回帰モデルによる分析結果

である。独立変数とコントロール変数の相関の

最大値は0.81と高いが、多重共線性を示す指標

であるVIFの最大値は2.26で閾値の10以下で

あるため、問題はない。適合度の指標である

BIC、対数尤度については、いずれのモデルも

ほぼ同様の値を示している。 

モデル Iの ISO9001ダミー、モデル IIの

ISO14001ダミーのいずれも、従属変数である

死者数に対して、負に強く有意となっている。

以上から、仮説1と仮説2は支持された。モデ

ルIIIの「ISO14001とISO9001ダミー」は、死

者数に対して負に強く有意を示している。以上

から、仮説3は支持された。 

 

表1 負の二項回帰モデル 

 
資本金（百億） .01 [0.04] .01 [0.02] .01 [0.02]

売上総利益（百億) -.07 * [0.04] -.08 ** [0.03] -.07 ** [0.03]

業種_原油・天然   ガス鉱業ダミー -24.80 *** [1.33] -23.60 *** [1.11] -23.60 *** [1.1]

業種_ガス業ダミー 1.10 [1.62] 1.17 [1.56] 1.05 [1.53]

最終事象_非着火放出ダミー -.22 [0.51] .19 [0.56] .18 [0.57]

工程_廃棄・資源化ダミー -20.80 *** [1.43] -21.00 *** [1.34] -21.10 *** [1.33]

工程_貯蔵ダミー -23.40 *** [0.44] -23.10 *** [0.47] -22.90 *** [0.48]

装置_加熱・冷却　装置ダミー 1.47 [0.79] 1.52 ** [0.64] 1.56 ** [0.63]

ISO14001ダミー -1.50 *** [0.48]

ISO9001ダミー -1.22 *** [0.36]

ISO14001とISO9001ダミー -1.39 *** [0.36]

Observations 112 112 112

対数尤度 -58.41 -58.80 -57.80

BIC 164.01 164.80 162.79

モデルⅠ

*P < .10 **P < .05 ***P < .01   [  ]内は標準誤差

変数名

従属変数：　死者数

モデルⅡ モデルⅢ

 
 

５ まとめ 

 分析結果から、ISO9001とISO14001が、化

学災害の被害抑制を促進し、結果として経済効

果のみならず、社会的信用に大きく貢献してい

ることが明らかになった。 

本研究には3点の貢献がある。まず、品質管

理認証である ISO9000と環境認証である

ISO14001という、災害の防止に直接的な影響

を一見与えないものについて、災害発生時の被

害の抑制を促進することを実証したことは、実

務的貢献が高い。さらに、先行研究において、

まだ研究されていない、ISO9001やISO14001

が化学災害に与える影響について実証したこ

とは、理論的貢献も高いと考える。 

次に、ISO9001ダミーとISO14001ダミーは、

モデルIとIIで係数を比較すると、ISO14001の

ほうがより小さい。つまり、ISO14001のほう

が、被害者をより抑制する効果が明らかとなっ

た。一般に、品質管理の認証であるISO9001

のほうが、被害者の抑制に効果があるように感

じるが、環境対策プロセスのほうが、被害の抑

制により効果的であることが示唆された。 

最後に、両認証は、同時に取得している可能

性が高い認証である。モデルIIIの「ISO9001

ダミーとISO14001ダミー」の係数とモデルI

とIIの独立変数を比較すると、ISO9001ダミー

よりは係数が小さいが、ISO14001ダミーより

係数は大きい。つまり、両認証を取得している

相乗効果がないことが示唆された。これは、別

に実施した分析で、 ISO9001ダミーと

ISO14001ダミーに、交互作用効果が得られな

かったことからも示唆される。 

 以上から、本研究は、化学災害において

ISO9001とISO14001が、人的被害抑制に与え

る影響を実証したが、今後の研究ではそのメカ

ニズムの解明に期待したい。 
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